
風邪をひいて病院に行った経験はどなたにもあると思います。風邪はウイルスが鼻やのどにくっつい
て、くしゃみ、鼻水、せき、のどの痛み、発熱などがでることを言います。

みんなで考えよう抗菌薬の使い方
― 私たちができること ―

細菌とウイルスは同じもの？
細菌は一つの細胞でできています。

細菌は栄養さえあれば自分で増えていくことができます。ウイ

ルスは自分の細胞を持ちません。ヒトの細胞の中で増えていきま

す。

ウイルスに抗菌薬は効くの？
ウイルスは大きさや仕組みが細菌と違うので抗菌薬は効きません。ウイルスによる感染症を治療する

には、そのウイルスに効果のある抗ウイルス薬を使用しなければなりません。

必要のない抗菌薬をのんではいけません！
風邪の時に限らず、体調が悪い時「とりあえず抗菌薬を出してください」

という人がいます。「何ものまないよりマシだろう」と思っていたらそれは

間違いです。

実は、皆さんの体の中には既に耐性菌がいます。ほとんどはいつの間に

か他人から移ってきたものか、今までにのんだ抗菌薬によって生まれたも

のです。これらの耐性菌は繁殖力が弱く、他の善玉菌に抑えられて細々と

生きています。しかし抗菌薬は善玉菌も殺してしまうため、ライバルがい

なくなった耐性菌はここぞとばかりに繁殖を始めます。

つまり、必要のない抗菌薬をのむということは、耐性菌があなたの体の中で増えるチャンスを与えてし

まうということです。

子や孫の子や孫のために
抗菌薬は医療界における20世紀最大の発明と言われています。抗菌薬のお

かげで人類の平均寿命は飛躍的に伸びました。しかし抗菌薬の使い過ぎで耐性

菌がどんどん増えています。しかも21世紀に入ってから新しい抗菌薬はほとん

ど生まれていません。このままでは22世紀には抗菌薬はほとんど使えなくなっ

てしまうでしょう。貴重な財産である抗菌薬を未来に残すため、私たちができ

ることを今日からでも実践してほしいと思います。

問い合わせ先　和水町立病院　☎0968・86・3105

大
田
幸
博

（
元・菊
水
町
史
編
纂
委
員
会
副
委
員
長
）

歴
史
調
査
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楽
し
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方
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今
回
は
、
神
尾
城
跡
の
縄な

わ
張ば

り
を

検
討
し
ま
す
。

城
跡
（
小
山
）
の
地
形

　
東
西
に
主
軸
を
持
つ
鋭
角
三
角
形
の
独
立
し

た
山
で
す
。
背
面
は
、
東
端
が
広
く
、
西
端
で

す
ぼ
ま
り
ま
す
。
東
西
の
長
さ
４
０
０
ｍ
、
幅

は
東
端
で
２
３
０
ｍ
、
西
端
が
15
ｍ
で
す
。
山

の
斜
面
は
、
途
中
か
ら
凝ぎ
ょ
う

灰か
い

岩が
ん

の
絶
壁
に
な
り

ま
す
。
Ｂ
区
と
麓
の
高
低
差
は
、
43
・
２
ｍ
で
、

要よ
う

害が
い

の
地
に
築
か
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
城
跡

西
端
の
Ｋ
区
だ
け
は
、
高
低
差
が
、
８・３
ｍ
に

留
ま
り
ま
す
。

城
跡
の
周
辺

　
東
下
に
十じ
っ

町ち
ょ
う

川が
わ

、
南
下
に
和わ

仁に

川が
わ

が
流
れ
て

お
り
、
城
跡
の
南
東
下
約
３
０
０
ｍ
先
で
合
流

し
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
水す
い

濠ご
う

の
役
割
を
果
た
し

ま
す
。
高た
か

畑は
た

地
区
は
、
東
西
１
２
０
ｍ
、
南
北

50
ｍ
の
区
域
で
、
上
位
が
城
跡
の
斜
面
に
食
い

込
み
ま
す
。

縄
張
り
（
Ａ
～
Ｌ
区
に
分
け
ま
し
た
）

　
主
軸
尾
根
に
Ａ
～
Ｃ
区
・
Ｆ
～
Ｋ
区
が
あ
り

ま
す
。
Ｌ
区
は
、
城
跡
の
北
東
側
斜
面
で
、
全

体
が
凹
地
で
す
。
地
形
的
に
縄
張
り
の
一
部
で

す
。
Ｄ
区
は
、
高
畑
に
裾す
そ

部ぶ

を
下
す
派は

生せ
い

尾
根

に
あ
り
ま
す
。
Ｅ
区
は
、
Ｄ
区
と
Ｃ
区
の
間
あ

る
小
谷
で
す
。

〔
Ａ
区
〕
痩や

せ
馬
地
形
を
、
さ
ら
に
削
り
落
と
し

て
、
土ど

塁る
い

状
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。
西
方
の
Ｌ

区
か
ら
眺
め
る
と
、
迫
力
が
あ
り
ま
す
。
絶
壁

の
東
下
斜
面
に
も
三
段
の
帯
状
地
形
が
並
列
し

て
い
ま
す
。

〔
Ｂ
区
〕
山
頂
は
、「
高た
か

城じ
ょ
う

」
と
呼
ば
れ
、
山
頂

を
削
り
出
し
た
三
段
の
小
規
模
な
高
台
が
あ
り

ま
す
。
神
聖
な
場
所
で
し
ょ
う
。
Ａ
区
と
の
間

に
、
小
規
模
な
堀ほ
り
切き
り
１
が
あ
り
ま
す
。

〔
Ｃ
区
〕
山
頂
は
、
整
地
さ
れ
た
円
形
の
平
地

で
、
建
物
の
存
在
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
一
方
、

周
り
の
北
東
側
主
軸
尾
根
や
南
東
側
派
生
尾
根

に
は
、
自
然
地
形
が
目
立
ち
ま
す
。
北
東
下
に

堀
切
２
と
、
西
下
に
堀
切
３
が
あ
り
ま
す
。
堀

切
２
は
、
Ｂ
区
と
Ｃ
区
を
断
ち
切
り
、
北
西
端

か
ら
空か
ら

堀ぼ
り

に
変
化
し
て
い
る
様
で
す
。
現
在
は

帯
状
地
形
で
、
Ｃ
区
の
北
下
を
走
行
し
ま
す
。

堀
切
３
は
、
Ｃ
区
と
Ｆ
区
を
断
ち
切
り
ま
す
。

〔
Ｆ
区
〕
堀
切
に
挟
ま
れ
た
主
軸
尾
根
の
残
存
部

で
、
自
然
地
形
が
目
立
ち
ま
す
。

〔
Ｇ
区
〕
山
頂
に
は
、
広
い
平
地
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
、
整
形
の
度
合
は
、
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。

北
直
下
に
空
堀
と
土
塁
が
あ
り
、
東
端
は
、
堀

切
４
に
繋つ
な

が
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

〔
Ｈ
区
〕
造
成
の
度
合
が
高
く
、
完
全
な
平
地
で

す
。
西
下
の
堀
切
５
は
、
竪た
て

堀ぼ
り

そ
の
も
の
で
、
凝

灰
岩
の
岩
盤
を
北
下
へ
掘
り
窪
め
て
い
ま
す
。

最
上
位
に
土ど

橋ば
し

跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。

〔
Ｉ
区
〕
山
頂
に
、
狼の
ろ
し煙

場
ら
し
き
痕
跡
と
西
下

に
平
地
が
あ
り
ま
す
。

〔
Ｊ
区
〕
Ｉ
区
の
西
側
崖

面
に
、
大
規
模
な
段
状
地

形
が
出
来
て
い
ま
す
。
西

下
の
Ｋ
区
と
は
、
５
ｍ
の

高
低
差
が
あ
り
ま
す
。

〔
Ｋ
区
〕
城
跡
の
西
端
部

で
、
広
い
平
地
が
あ
り
、

城
跡
の
搦か
ら

め
手
で
す
。

〔
Ｄ
区
〕
長
靴
状
の
尾
根

筋
に
、
同
心
円
の
平
地
が

あ
り
ま
す
。
建
物
の
存
在

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

〔
Ｅ
区
〕
城
跡
の
大お
お

手て

口ぐ
ち

と
思
わ
れ
ま
す
。

〔
Ｌ
区
〕
敵
方
を
追
い
込

む
場
所
と
思
わ
れ
ま
す
。

〔
小
結
〕高
低
差
８・３
ｍ

の
Ｋ
区
が
、
防
禦
上
、
唯

一
の
弱
点
地
で
す
。Ｊ
区

の
段
状
地
形
は
、
こ
れ
を

意
識
し
て
の
造ぞ
う

営え
い

と
思

わ
れ
ま
す
。

神尾城跡全体縄張り図
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